
＼今月のオススメ／ 

 

『自由研究には 

向かない殺人』 
 
著者 ホリー・ジャクソン 

訳  服部京子 

出版社：東京創元社 

主人公は 17 歳の高校生ピッ

プ。彼女は、自分の町で起こ

った 17 歳の少女の失踪事件

について自由研究で取り上げ

ることに。犯人とされている

男子学生と親しかったピップ

は、彼が犯人だとは信じられ

ず、無実を証明するためにイ

ンタビューを行っていく。 

3 部作の第 1 作目です。すべ

て図書室にありますので、ぜ

ひ読んでみてください。 

 

 

 ※書名、作者の順に並んでいます 

一般書・文芸  商店街の復権 広井良典 編 

読書が苦手だった司書が教える

世界一かんたんな図書館の使い方 
つのだ由美こ おしごとそうだんセンター ヨシタケシンスケ 

訂正する力 東浩紀 定年物語 新井素子 

話せば、うまくいく。 
鈴木秀子 

青木さやか 
鏡の国 岡崎琢磨 

戊辰戦後の仙台藩〈家老〉一族 佐藤和賀子 半暮刻 月村了衛 

話す力 阿川佐和子 板上に咲く 原田マハ 

親の見守り・介護をラクにする 

道具・アイデア・考えること 
工藤広伸 じい散歩 藤野千夜 

がんになった人のそばで、わたし

たちにできること 
西智弘 サロメの断頭台 夕木春央 

絵本・児童  ぼくだってとべるんだ フィフィ・クオ 

梨の子ペリーナ イタロ・カルヴィーノ おうさまのこどもたち 三浦太郎 

おくりもの 豊福まきこ こんなジャンルが気になる！ リクエスト募集中です 

●まほろばホール図書室に関するお問い合わせ● 

〒981－3626 宮城県黒川郡大和町吉岡南二丁目 4－14  TEL：022－344－4401 FAX：022－347－1501 

MAIL：mahoroba@town.taiwa.miyagi.jp 

「本とおおきなかぶ」は、大和町で生まれた彫刻家 佐藤忠良さんが挿絵を描いた絵本「おおきなかぶ」から名づけました。忠良さんは、「子

供には本物を与えたい」という思いから、「おおきなかぶ」の挿絵も何度も何度もデッサンして描いたそうです。大和町まほろばホールの図書

室が、本物と出会う場所となり、「本当のおおきなかぶ」を想像するような心を育む場所になるように、このタイトルとなりました。 

2023 年度 貸し出し数 No.1は？ 

（集計期間 令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほかにもたくさんの本があります！ぜひ図書室にお越しください♪ 

一般書・文芸 

『今日はいい天気ですね。』 

群ようこ 著 

『魔女と過ごした七日間』 

東野圭吾 著 

年間利用回数 24 回/年 

『汝、星のごとく』 

凪良ゆう 著 

『パンどろぼうのせかいいち 

おいしいパンレシピ』 

吉永麻衣子 料理 

年間利用回数 23 回/年 

絵本・児童書 

『異種最強王図鑑』 

實吉達郎 監修 

年間利用回数 34 回/年 

『しずくちゃん 17』 

ぎぼりつこ作・絵 

年間利用回数 32 回/年 

＊そのほかのしずくちゃんシリー

ズも貸出数上位にランクインし

ています。 

『アンパンマンしょうぼうたい』 

やなせたかし 原作 

年間利用回数 28 回/年 

★新規購入本紹介★ 


